
班 （議題１）個人防護具着脱演習の感想等について （議題２）自己点検チェックリストによる自己点検結果について

・記入無し ・記入無し

・PPEを脱ぐ時、毎回アルコール消毒を行うことを初めて知りました。 ・「1)職員の感染防止に関する意識の徹底」について　
・N95マスクの管理が具体的にわかったので良かった（着用方法も含め）。 　　　行動申請書を使用している
・ゾーニングに関して、パーテーションを使用しなくても良いことがわかった。 ・「2)感染症対応力向上」について　
→施設ではマスクを着けられない利用者がいるので、どうしても必要なことがある。 　　　着脱方法の確認が不十分。職員の兼務がある。

・記入無し ・記入無し

・脱衣時のミラー利用や複数での監視を要する。 ・出勤時の体調チェック。３７．５℃以上は管理者に報告し、車の中で待機する。
・一手技一消毒を忘れる時がある。 ・本人及び家族の生活圏外への移動時の届出制あり。

・備蓄品の数の点検、専任者を決めているか？
・休憩室がなく、密になり易い。

・順番が自分の意識の中では上からつけると思っていたが、違っていたので何度も ・認知症利用者さんへの対応が難しい。
習慣になるまでしてみないといけないと思った。 ・レッドゾーンとの区別の仕方、仕切り方。
・演習は必要だが、その数の確保が難しいのではないか。 ・空気感染はしないと聞いたので、少し安心した。
・頻回にあることではないので、難しい。 ・もし発生した場合、職員が濃厚接触者に当たれば人の確保は難しい。
・アルコール消毒は、やはりきちんとすりこむまで必要である。 その時の対応はどうしたらよいか。
・利用者さんに必要性を理解してもらうのは難しい。 ・寒くなった時の換気。
・徹底するのは大変。
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